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別添４−１５ 

 

令和４年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金（慢性の痛み政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの均てん化と 

診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツールの開発分科会 

 

研究分担者  牛田 享宏 愛知医科大学医学部疼痛医学講座 教授 

 

研究要旨 

長引く痛みに苛まされている患者は多く、痛みが生活の質の低下や就労困難、周囲への負担

などの要因になることから、本人、家族、社会ともに大きな損失になっている。このような痛

みが長引く要因には身体的な問題だけでなく心理的・社会的な要因が関与して病態の悪化につ

ながっていることが分かっている。そのため、このような複雑な痛みの診療には、多面的な病

態分析と多角的な治療が必要されると考えられ、諸外国では集学的な診療システムで患者の分

析・治療を行なう集学的痛みセンターが実用化されてきている。慢性の痛みを克服するために

は、適切な診断・治療がどのような痛みのタイプにどのような治療がより効果があるのかなど

について研究を進める必要があり、慢性に対して医療を適切に提供していくことが重要である。

「国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツールの開発分科会」では、患者に正確な情報

を提供すると共に、医師や医療者に正確な情報の提供を行うため、慢性疼痛のホームページの

プラットホームを一本化し、そのコンテンツの充実を図った。また、これまで散逸していた慢

性疼痛に関する用語や研究的取り組みや現在のエビデンスなどについて多くの臨床家や研究者

自身が学べる場を造った。さらに、これまで開発してきた患者―医療者感の連携ツールの改良

を行い、普及を図りその現状についての分析も行った 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛は器質的な要因と心理・社会的な

要因が複合的に関わって慢性化している。そ

の為、いわゆる原因を見つけて医療で改善す

れば、症状（痛み）も必ず良くなるという従

来の病院完結型の医療体系のみでは改善させ

られないケースも多く、国民や医療者に慢性

疼痛を学習・理解が極めて重要である。これ

まで研究班では、治療の窓口や対処の仕方な

どが判るようにするための広報（ホームペー

ジやビデオ学習ツールの作成）に取り組むな

ど、基盤となる事業を進めてきた。具体的に

は、慢性疼痛は器質的な問題のみならず精神

心理的なよって発症維持されることから、①

Authorizeされた厚生労働省の研究班として

患者に正確な情報を提供すること（加えてそ

の教育を推し進めること）、および②診療とい

う行為を通して患者の病態や行動に大きく影

響を与える医師や医療者に正確な情報を提供 

 

し、同時に慢性疼痛の教育を推し進めること

を推進する必要がある。①及び②の目標を達

成するために、研究班の当分科会ではこれま

で慢性疼痛のホームページのプラットホーム

の一本化を目指してきているが、さらにコン

テンツの充実を図る。また、これまで散逸し

ていた慢性疼痛に関する用語や研究的取り組

みや現在のエビデンスなどについて多くの臨

床家や研究者自身が学べる場を造り、これま

で開発してきた患者―医療者感の連携ツール

の改良も図っていく。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 慢性疼痛総合対策の普及・啓発 

l 政策研究班ホームページ

（http://www.paincenter.jp/）、お

よび、慢性の痛み情報センターホー

ムページ

（http://itami-net.or.jp/）の普
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及・更新 

l 研究班集学的痛みセンターの診療

（検査、治療）内容・状況のアップ

デート 

2. 患者管理用ツール（Web問診システムア

プリ）のブラッシュアップと地域ネット

ワーク事業への普及促進→LINEアプリ

「いたみん」による患者情報登録および

プッシュ通知システムの構築 

3. 産業衛生の分野に本事業を展開 

 

（倫理面への配慮） 

本研究については、愛知医科大学倫理委員

会および研究班所属施設の倫理委員会を通し

て行っている。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 慢性疼痛総合対策の普及・啓発 

l 「慢性の痛み政策（研究班）」ホーム

ページ、及び「慢性の痛み情報セン

ター」ホームページの整理し、リニ

ューアルを図る事により、アクセス

回数が上がった。 
現在の閲覧者数 
研究班HP：一日平均 50件 
情報センターHP：一日平均 350件 

l 集学的痛みセンター施設認定させて

施設の紹介、および診療（検査、治

療）内容・状況をアップデートした。 

 

【慢性の痛み政策（研究班）ホームページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【慢性の痛み情報センターホームページ】 
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2. 患者管理用ツール（Web問診システムア

プリ）のブラッシュアップと地域ネット

ワーク事業への普及促進 

 

l LINEアプリ「いたみん」（日本いたみ

財団と共同開発）は、患者への情報

発信とともに、患者同意の上での痛

み関連情報の登録なども出来るシス

テムになっており、これにより更に

効率的・適切に患者に情報が発信で

きるシステムとなっている。現在、

痛みに関する情報を発信出来る体制

を整備したが「いたみん」を慢性の

痛み情報センターホームページと連

結し、作成したフライヤーを関連施

設に送付することにより、新規登録

者数が増えた。（現在登録者数：2,162
人） 

 

 

【慢性の痛み情報センターホームページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LINEアプリ「いたみん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【いたみん公式アカウント フライヤー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

l LINEアプリ「いたみん」でアンケー

トを行った。 

質問（規定）    

1 年齢    

2 性別    

3 お住まいの地域   

質問 択肢①選択肢②選択肢③選択肢④
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 選択肢⑤ 選択肢⑥ 選択肢⑦ 

①移動の程度  

私は歩き回るのに問題はない  

私は歩き回るのにいくらか問題がある 

私はベッド(床)に寝たきりである 

②身の回りの管理  

私は身の回りの管理に問題はない 

私は洗面や着替えを自分でするのにい

くらか問題がある  

私は洗面や着替えを自分でできない 

③普段の活動(仕事・勉強・余暇など) 

私は普段の活動を行うのに問題はない 

私は普段の活動を行うのにいくらか問

題がある  

私は普段の活動を行うことができない 

④痛み・不快感 

私は痛みや不快感はない  

私は中等度の痛みや不快感がある 

私はひどい痛みや不快感がある 

⑤不安・ふさぎ込み 

私は不安でもふさぎ込みではない 

私は中等度に不安あるいはふさぎ込ん

でいる  

私はひどく不安あるいはふさぎ込んで

いる 

⑥痛みの部位（一番痛い部位） 

頭 首 肩 手 腰 膝 その他 

⑦6番で回答した痛みの持続期間  

1ヶ月未満  

1ヶ月～3ヶ月  

3ヶ月～1年  

1年～2年  

2年以上   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■アンケート配信数：1,625名 

   既読数（閲覧） ：1,239名 

   開封数     ：455名 

   回答者数    ：374名 

 【アンケート結果】 
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3. 第95回日本産業衛生学会において 

「慢性疼痛の課題：プレゼンティズムと

両立支援を考える」(2022.05.26)におい

て、本研究事業の内容（慢性疼痛の状

況・課題・対応）について発表し、これ

まで課題であった産業医の先生方への

理解を図った。 

 

Ｄ．考察 

慢性疼痛は大変多くの国民が罹患する病態

であるため、古くから多くの職種職域が関与

して対応されており、民間療法的なものも含

めて産業になっている側面も否めない。実際、

広く広報されている情報の中には医学に基づ

かない根拠の無い情報が飛び交っており、苦

しんでいる患者を益々困らせる結果になって

いる事も多い。したがって、公的な観点から

国民の健康に資する情報を提供するために、

医学的エビデンスがあり、有用性が高い情報

を厚生労働研究班としてポータルサイトから

責任を持って発信していくことは非常に重要

であると考えられる。 

今回、本分科会では慢性の痛みに関与する

情報を痛み医療者・産業医など関連の医療者、

及び、国民への広報し、また医療者の教育、

診療に役立つツールの開発を進めてきた。こ

れにより、国民（患者）自体が慢性疼痛の理

解を深める事が出来、また同時に慢性疼痛の

診療に立ち向かえる医療者を増やすことが出

来ていくと考えられる。これらの活動を引き

続き進めていくことにより、国民の健康意識

や自己管理能力を上げ、ひいては国民の健康

向上に結びつくと考えられる。 

情報発信の課題は無数の慢性疼痛関連の情

報が飛び交う中で、本当に大切な事象はしば

しば大きくは変わらないはずである一方で、

目新しい情報がどうしてもネット上などで重

要視されて取り上げられる事象が多い事であ

る。常に新たな不適正な情報は発信されてい

る状況の中で、指定研究班としては情報をわ

かりやすく国民に理解してもらうべく、より

具体的あるいは実践的な情報という形でアッ

プデートして配信していく必要があると考え

られる。そのため、今後必要なことは継続的

な発信をどのような体制で進めていくかと言

うことにもつながる、関係団体などと連携を

持ちつつ恒久的なシステムの構築を目指す必

要があると考えられる。また、今後はユーザ

ーである患者の声などを聴き、反映するなど

でより目的に資するものにアップデートして

いく必要があると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

長引く痛みに対峙するために、厚生労働研

究班では多角的に分析治療できる集学的な痛

みセンターを新たに承認し、現在 38施設とな

った。長引く痛みは様々な問題を抱えている

ために、新たなる分類やそれに基づくアプロ

ーチ・治療介入の試みなどを進めていく必要

がある。研究事業などから得られた情報知見

を一箇所から配信し、医療者だけでなく痛み

に苛まされている患者（国民）が見て学ぶこ

とができ、困ったときにその援助的な役割を

果たすことができるポータルサイトを更に広

げていくことで慢性疼痛に苦しむ国民に資す

るものにできるようにしていく必要がある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 
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